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１．活動のテーマ

＜テーマ＞

＜テーマの設定理由＞

２．活動スケジュール

３．活動のために準備した素材や道具、環境の設定

（テーマに関する子どもの興味関心、園の特色など）                命

を頂く事は私たちにとってなくてはならない行為である。時に動植物の命を奪う事で生かさ

れている事をしり、その事に感謝しなければならない。その為、様々な食育活動をしている

が、目の前で魚を捌くという体験は。普段ではなかなか経験出来ない。昨年度もプロの料理

人の方が来てくれたが、今年度も貴重な体験が出来るという事でお招きした。

10:00～10:45 解体ショー、スタート (事前学習あり)

11:45～  各クラスで捌いた魚を昼食時に食べる

（活動のためにどのような環境を設定したか、準備した素材や道具）         事

前学習として絵本やパネルシアターで命を頂く事に意味を学ぶ。当日はリアルタイムで魚が

捌かれていく様子を見て、魚や血の匂い、包丁で捌く音や様子を目の当たりにした。また、

捌いた魚は昼食時に皆で頂いた。
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４．探究活動の実践

＜活動の内容＞

＜活動中の子供の姿・声、子供同士や保育者との関わり＞

５．振り返り

＜振り返りによって得た先生の気づき＞

命を頂く事の重さを間近で感じる事が出来た。今後食事をするときは、生き物の命を頂く事

への有難さを伝えていきたい。この経験を活かしながら今後の食育活動も行っていきたい。

魚を捌き、頭や内臓の部位も取り出し、全員が見れるように、個別に各クラスを周り、麻間

近で解体した魚を見る事が出来た。生の魚の血の匂いや魚の匂い、捌いた部位も近くで見る

事が出来て、貴重な体験となった。

（活動の内容、活動中見られた子どもの姿、保育者との関わり等）          捌

く様子や魚の部位や血の匂いを間近で感じ、子ども同士口々に感想を言い合っていた。

活動の様子が分かる写真 2枚以上を貼付してください。

（HPなどで公開する可能性がありますので、公開可能なものを使用ください。）


